
１ 当初予算（要求）額（千円）

３ 事業概要
現在のまちのあり方が、少子高齢化の進展という時代の潮流に必ずしも適合するとは
いえない状態となっていることから、関係する政策を総合し、高齢者・障害者等社会的
弱者の視点に立ったまちづくりを強力に推進する。

４ 施策の効果
○ケア付き共同住宅の供給促進（民間市場の活性化）
○高齢者向け住宅への住替えや在宅における自立生活への対応など各種ニーズをサポ
ートする環境整備

５ 要求の内容
○ケア付き共同住宅の整備推進

中心市街地において進めている再開発型のケア付き住宅を実質的に補完するた
め、終身介護を目指した郊外型のケア付き住宅について、ハ－ド・ソフト両面か
ら検討
○高齢者等が安心して生活できる環境整備

ライフステージに合わせた住替え円滑化及び高齢化時代に適合した住宅の流通
の円滑化を目的に、バリアフリー住宅の認定制度の創設、認定基準の策定、情報
提供システムの構築等円滑な住替え支援策を検討

高齢者が在宅のまま自立した生活ができるよう、相談窓口の開設、専門的人材
の養成、事例集の作成等により、住宅改修に関する幅広いサポート体制を整備推
進

県内の高齢者福祉施設のマップ化を図り、位置情報とともにサ－ビス能力等の
属性データの充実及びデータベース化によりインターネット上で情報提供

６ 用語の解説

所 属 基盤整備部 都市政策課

担当(係)名 施設計画係 内 線 ３７５６

（款）８土木費 （項）５都市計画費 （目）(1)都市計画総務費

（明細書事業名)○都市計画推進費
いきいき福祉のまちづくり事業

８，０００

２ 当初予算（決定）額（千円） 【財源内訳】

８，０００ 国 庫
0

県 債
0

一般財源
8,000

その他
0（前年度 １０，０００）

・郊外型ケア付き住宅基本構想設計事業 １，０００千円

・住み替え円滑化推進事業 ３００千円

・住宅改修推進事業 ３，７００千円

・福祉事業活性化推進事業 ３，０００千円

○ケア付き共同住宅 デイサービスやヘルパーステーションなど、高齢者への「ケア」



○属性データ
を提供する施設を併設した共同住宅
名称、所在地及びサービス内容、利用時間などの施設情報


